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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ハイブリドーマの作成方法であって、ＣＤ２７＋Ｂ細胞を、ＩＬ－４、ＩＬ－１０及び
ＣＤ４０Ｌの存在下で一定期間にわたってイン・ビトロで培養し、該培養されたＣＤ２７
＋Ｂ細胞を融合パートナー細胞系と融合させ、それによりハイブリドーマを生成すること
を含む方法。
【請求項２】
　ＣＤ２７＋Ｂ細胞培養中に、ＣＤ４０Ｌが、ｔＣＤ４０Ｌ細胞の表面に提示されたＣＤ
４０Ｌの形態で与えられる、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　融合パートナー細胞系が、ｍＩＬ－６及びｈＴＥＲＴを異所的に発現する、請求項１に
記載の方法。
【請求項４】
　請求項１～３いずれか１項に記載の方法であって、ハイブリドーマのライブラリーを作
成する該方法。
【請求項５】
　請求項１～３いずれか１項に記載の方法により生成されたハイブリドーマ。
【請求項６】
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　請求項５に記載のハイブリドーマであって、ＡＴＣＣ受託番号ＰＴＡ－８８７０で寄託
されたハイブリドーマ。
【請求項７】
　モノクローナル抗体を生成する方法であって、請求項５又は６に記載のハイブリドーマ
を培養して該モノクローナル抗体を生成することを含む方法。
【請求項８】
　請求項７に記載の方法により生成された抗体、又は該抗体の抗原結合性断片。
【請求項９】
　ＡＴＣＣ受託番号ＰＴＡ－８８７０で入手可能な抗体、又は該抗体の抗原結合性断片。
【請求項１０】
　ＡＴＣＣ受託番号ＰＴＡ－８８７０で寄託されたハイブリドーマにより産生される抗体
が特異的に結合するエピトープに特異的に結合する抗体。
【請求項１１】
　アミノ酸配列SEQ ID NO:４を含む抗体重鎖可変ドメインを含む抗体重鎖ポリペプチド；
及びアミノ酸配列SEQ ID NO:８を含む抗体軽鎖可変ドメインを含む抗体軽鎖ポリペプチド
を含む抗体；又は該抗体の抗原結合性断片。
【請求項１２】
　アミノ酸配列SEQ ID NO:２を含む重鎖ポリペプチド、及びアミノ酸配列６を含む軽鎖ポ
リペプチドを含む、請求項１１に記載の抗体；又は該抗体の抗原結合性断片。
【請求項１３】
　請求項１１又は１２の何れかに記載の抗体断片であって、一本鎖Ｆｖ(ｓｃＦｖ)断片、
Ｆab断片、(Ｆab')2断片又は(ｓｃＦｖ')2断片である抗体断片。
【請求項１４】
　単離された核酸分子であって、該核酸分子が請求項１１又は１２に記載の抗体をコード
する核酸分子。
【請求項１５】
　ＢｏＮＴ／Ａを中和する必要のある患者においてＢｏＮＴ／Ａを中和する方法であって
、該患者に、治療上有効な量の請求項９～１３の何れかに記載の抗体又は抗原結合性断片
を投与することを含む方法。
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